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研究成果の概要（和文）：　本研究はアジア諸国の生命倫理を、三層構造分析によって解明することを目指している。
H２５年度は、それまでのテーマ「終末期医療」、「生殖医療」に加えて「臓器移植」の領域に三層構造分析を適用す
るとともに全体の総括を試みた。具体的には、中国、韓国、イラン、インド、タイ、パキスタン、フィリピン、ロシア
、バングラデシュの生命倫理の調査研究を実施し、１２月７日・８日に熊本大学において国際セミナーを開催し、それ
ぞれの研究成果を発表した。発表は論文化され、Eubios Journal of Asian and International Bioethicsに掲載され
た。

研究成果の概要（英文）：This research aims at elucidating the structure of bioethics in Asian countries th
rough the method of Three-Level-Analysis. This year we applied the method to the theme of "organ transplan
tation" in addition to those of the previous years, i.e.   "end of life care" and "reproductive medicine".
 We also summarized the results of the three-year research. Concretely, this year we conducted the researc
h into the bioethics in China, Korea, Iran, India, Thailand, Pakistan, the Philippines, Russia, and Bangla
desh, and held the international seminar on bioethics on 7-8 December at Kumamoto University. What they pr
esented was published in Eubios Journal of Asian and International Bioethics.
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１．研究開始当初の背景 

約３０年の歴史をもつ日本の生命倫理では、

医療現場からの議論と倫理学者の議論はしば

しばすれ違ってきた。両者を橋渡しするため

研究代表者等は、１３年前に生命倫理研究会

を設立し、論文集９冊（九州大学出版会）の刊

行や研究会や国際セミナーを開催してきた。

そして問題の淵源は、（１）医療や生命科学の

現場での判断や医療実践の現状、（２）医療や

生命科学の現場に指針を与える具体的原理、

（３）具体的原理の根拠となる基礎的概念や

原理という「三層」の関係を問わずにきたと

ころにあることを把握した。このような問題

意識から、研究代表者が中心となり３年間、

日本の生命倫理の三層構造の分析を続けてき

た。この研究を通じて、普遍的とされる（２）

の原理が現場の実情や慣習、道徳感覚等に影

響されて特殊化されること、（１）の現場での

道徳感覚と（３）の抽象的原理とが密接な関

係を持つこと等が解明された。アジアの研究

者との研究交流として、平成１９年より

UNESCO-Kumamoto University Bioethics 

Roundtable を、研究代表者が中心となって

開催し、毎回多数のアジアの研究者たちの参

加をみている。研究代表者は平成２１，２２

年に Asia Bioethics Conference において研

究発表したが、とくに２２年度は三層構造分

析について発表した。先行研究であるが、三

層構造分析による生命倫理の構造の研究は国

内外を通じて独創的である。また、アジアの

生命倫理の研究では個別の国についての調査

が主体であり、三層構造分析も行われてこな

かった。 

 

２．研究の目的 

三層構造分析は、これまで多くの研究が対象

としてきた（２）医療や生命科学の現場に指

針を与える具体的原理、や（１）医療や生命科

学の現場での判断や医療実践の現状、の考察

だけでなく、それらと（３）具体的原理の根拠

となる基礎的概念や原理、との関係を探究す

る点で、宗教、民族、政治体制、歴史において

きわめて多様なアジア諸国の生命倫理の考察

に適している。対象となる国は、宗教的多様

性等を考慮して、韓国、中国（香港を含む）、

台湾、タイ、フィリピン、インド、パキスタン、

イラン、ロシアの９カ国である。これらの国

における生命倫理の中でも、これまで多くの

問題を提起してきた（A）終末期医療、（B）遺

伝・生殖医療、（C）移植医療の三領域に関し

て三層構造分析を行う。まず、各国の生命倫

理関連法、政府指針、学会指針、生命倫理の論

文等から、上記の三領域について、三層の具

体的内容、すなわち（１）医療現場の実情、倫

理的判断、道徳感覚、（２）具体的生命倫理原

理、（３）根拠となる倫理学原理、人間観、生

命観、宗教的価値等、を探究する。次に、それ

ぞれの国において（２）の具体的原理につい

て、欧米で標準とされ普遍的とされるビーチ

ャム＆チルドレスの４原理（患者の自律尊重、

無危害、善行、正義）がどのように現場に根づ

こうとしているかを探究するとともに、それ

らと、それ以外の原理、たとえば伝統の尊重、

連帯、人間の尊厳、生命一般の尊厳といった

原理の関係の考察が期待される。さらに、そ

れら生命倫理原理が現場における実践（（１）

の層）の影響を受けて解釈される際に、（３）

の抽象的原理や価値観が反映される仕方を探

究する。こうした考察により、それぞれの国

における生命倫理の構造が解明され、また、

各国の生命倫理の構造の比較を行うことで、

アジアの生命倫理の全体像を得ることが期待

される。また、本研究では生命倫理における

宗教の役割の解明を重視し、対象となる９カ

国は、宗教の多様性という観点からも相応し

い国を選んだ。仏教、儒教、ヒンドゥー教、キ

リスト教、イスラム教、道教のそれぞれにつ

いて、生命倫理の現場への影響および生命倫

理原理の根拠としての位置を解明する。本研

究では、日本の生命倫理の構造分析を通じて

得られた研究成果を十分に活用するが、多様

なアジア諸国に適用することを通じて、構造

分析の方法をいっそう洗練することも目的の

一つである。 

 

３．研究の方法 

  本研究は三層構造分析の手法に基づいて
アジア各国の生命倫理の構造を解明すること
を目的としている。そのために、アジア諸国
の中でもとくに宗教の多様性（仏教、儒教、ヒ
ンドゥー教、キリスト教、イスラム教、道教）
を考慮して、台湾、中国（香港を含む）、イラ
ン、韓国、フィリピン、タイ、パキスタン、イ
ンド、ロシアの９カ国を調査対象とした。そ
のうち、台湾、香港・中国、イランは日本国内
在住の外国人研究者が担当し、他の６カ国に
ついてはそれぞれの国の研究者を研究協力者
としている。これら９カ国の研究分担者およ
び研究協力者は、いずれもこれまで研究代表
者の主催する国際セミナーへの招待講演者あ
るいは研究分担者との共同研究者であり、研
究協力の蓄積を有している。また、日本人研
究者はこれらのいずれかの国を担当する。調
査研究の領域は、現在にいたるまで多くの問
題を提起し続けている、「終末期医療」、「生殖
医療」、「移植医療」の３領域である。それらの
領域について考察する観点は、生命倫理関連
の法律・指針に関して考察する「法と生命倫
理」、各国の生命倫理をアジア全体の視点で考
察する「アジアの生命倫理」、ユネスコの提唱
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する普遍的生命倫理の視点から考察する「普
遍的原理」、人々の価値観の現状とその基盤を
考察する「価値意識」、宗教が生命倫理に及ぼ
す影響を考察する「宗教と生命倫理」の５つ
の観点である。領域について、またこれらの
観点についても適任者が配置されている。調
査研究を構造分析にまとめ上げる方法は三層
構造分析であり、（１）医療や生命科学の現場
での判断や医療実践の現状、（２）医療や生命
科学の現場に指針を与える具体的原理（患者
の自律尊重、無危害、善行、正義など）、（３）
具体的原理の根拠となる基礎的概念や原理、
という「三層の関係・連関を体系的に探究す
る方法である。以上を総括すると以下のよう
になる。 

・調査研究の対象国：台湾、中国（香港を含
む）、イラン、韓国、フィリピン、タイ、パキ
スタン、インド、ロシア 

・領域：「終末期医療」、「生殖医療」、「移植医
療」 

・観点：「法と生命倫理」、「アジアの生命倫理」、
「普遍的原理」、「価値意識」、「宗教と生命倫
理」 

・分析方法：三層構造分析 

 

４．研究成果 
  H２３年度は６月に全体会議を開催して
調査研究の全体計画について検討し、それに
基づいて、台湾、中国、韓国、イラン、インド、
タイ、パキスタン、フィリピン、ロシアの生命
倫理研究者による調査研究と、法的観点や普
遍的原理の観点等を分担する日本人研究者に
よる研究を実施した。研究の内容は終末期医
療における三層構造の分析を主とするもので
あり、１２月５日に熊本大学において科研費
研究国際セミナーを開催して各国の研究者が
研究成果を発表した。その内容は Eubios 
Journal of Asian and International 
Bioethics に掲載された。Ｈ２３年度はアジ
ア諸国の終末期医療に三層構造分析を適用し
たが、特に、普遍的原理を両側から挟む、具体
的で文化的・ローカルレベルと、普遍的原理
の基礎にある抽象的あるいは宗教的レベルと
の親密な関係の究明を行った。H２４年度は、
H２３年度の全体テーマ「終末期医療」に続き、
「生殖医療」の領域に三層構造分析を適用し
た。具体的には、中国、韓国、イラン、インド、
タイ、パキスタン、フィリピン、ロシア、バン
グラデシュの生命倫理研究者による調査研究
と、それらと連携して法的観点や普遍的原理
の観点等を分担する日本人研究者による研究
を実施した。９月の全体会議で進捗状況等が
検討され、H２４年１２月１０日（日）熊本大
学において、研究分担者と協力者が一堂に会
する科研費研究国際セミナーを開催し、各国
の研究者がそれぞれの研究成果を発表した。
その発表内容は論文化され Eubios Journal 
of Asian and International Bioethics に

掲載された。普遍的視点とローカルな視点の
両者を不可欠とする生命倫理研究の重要性は
今年度の研究でも再確認され、たとえば生殖
医療がアジア諸国にもそれぞれの文化的宗教
的背景のもとに普及していること、また、イ
スラム諸国の間でも国により生殖医療への規
制にきわめて大きな相違がみられること等を
見出すことができた。Ｈ２５年度は、それま
でのテーマ「終末期医療」、「生殖医療」に加え
て「臓器移植」の領域に三層構造分析を適用
するとともに全体の総括を試みた。具体的に
は、中国、韓国、イラン、インド、タイ、パキ
スタン、フィリピン、ロシア、バングラデシュ
の生命倫理の調査研究を実施し、１２月７日・
８日に熊本大学において国際セミナーを開催
し、それぞれの研究成果を発表した。これに
より、アジア諸国の生命倫理が、伝統や宗教
というローカルな要素と欧米的な普遍的要素
のほかに、経済という要素に規定されている
ことが確認された。すなわち、三層構造は、倫
理的問題発生の現場、倫理的原理、倫理的抽
象概念や宗教という層から成立するが、その
層の基底に経済という別の層の存在を確認す
ることができた。別の視点から見れば、倫理
的問題の発生や倫理的原理の内容を規定する
のは、宗教や伝統、欧米的な価値観・倫理観だ
けでなく、いわば下部構造として経済、経済
的状況、そしてそれに影響される政治的状況
があるということの確認である。これらの発
表は論文化され、Eubios Journal of Asian 
and International Bioethics に掲載された。 
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